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本
日
の
入
学
式
に
あ
た
り
、
同
窓
会
を
代
表
し
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
人
生
で
初
め
て
の
入
学
試
験
に
臨
み
、
難
関
を
突
破
さ
れ
て
の

ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
月
十
八
日
の
合
格
発
表
か
ら
待
ち
に
待

っ
た
本
日
の
入
学
式
を
迎
え
ら
れ
感
慨
も
ひ
と
し
お
か
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
、
こ
の
七
尾
高
校
は
明
治
三
十
二
年
（
西
暦
１
８
９
９
年
）

に
創
立
さ
れ
た
石
川
県
第
三
尋
常
中
学
校
を
始
ま
り
と
し
、
五
十
年
に
わ
た
り
能
登
全

域
よ
り
優
秀
な
学
生
が
集
ま
り
能
州
大
学
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
三

年
の
学
校
制
度
改
革
に
よ
り
県
立
七
尾
中
学
校
と
七
尾
女
学
校
が
統
合
さ
れ
男
女
共

学
が
ス
タ
ー
ト
し
、
石
川
県
立
七
尾
高
等
学
校
と
し
て
令
和
元
年
ま
で
七
十
年
の
歴
史

を
刻
み
ま
し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
令
和
元
年
を
迎

え
た
昨
年
九
月
に
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
窓
会
主
催
の
記
念
祝
賀
会
に
は
全
国
か
ら
過
去
最
高
の
五
百
名
を
超
え
る
参
加

を
得
て
盛
大
に
開
催
を
致
し
ま
し
た
。 

 

私
ど
も
同
窓
会
は
学
校
の
歴
史
と
共
に
発
展
し
、
会
員
数
は
二
万
八
千
人
を
数
え
、

全
国
で
十
一
の
地
区
同
窓
会
が
総
会
・
懇
談
会
を
開
催
し
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
会
報
「
七
高
同
窓
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に
よ
り
同
窓
生
に
呼
び
か
け
、「
同
窓

会
運
営
協
力
金
」
を
拠
出
し
て
頂
き
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
は
海
外
研
修
や
部

活
動
な
ど
の
教
育
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
は
三
年
後
に
卒
業
式
を
迎
え
て
同
窓
会
の
正
会
員
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
に
勉
学
は
勿
論
で
す
が
、
是
非
と
も
一
生
に
渡
る
良
き
友
人
を
見
つ
け
て
頂
き
た
い

と
願
い
ま
す
。 

最
後
に
入
学
式
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
協
力
と
同
窓
会
へ
の
ご
理
解
を
御
願
い
申
し
上
げ
、

時
節
柄
ご
家
族
の
充
分
な
感
染
対
策
を
お
願
い
し
、
お
祝
い
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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